
 

県立横浜翠嵐高等学校長（全日制） 
 

令和４年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月27日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

<教育課程> 
(1)学力向上進学重点
校として、生徒が希望
する進路実現のための
教育課程を編成する。 
 
 
 
 
 
(2)グローバル化が進
展する社会に求められ
る資質・能力を育成す
る。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<学習指導> 
(1)授業の質の向上と
量の確保に努め、生徒
の一層の学力の向上を
図る。 
(2)「生徒の心に火を
つける授業」を目指
し、質の高い教育を充
実させるため不断の授
業改善を行う。 

<教育課程> 
(1)学力向上進学重
点校として、県立高
校改革実施計画に基
づく『質の高い教育
の充実』のための教
育課程を編成する。 
 
 
 
(2)グローバル化に
求められる資質・能
力を育成するため、
生徒の国際的視野を
広げることができる
教育課程を編成し実
施する。 
 
 
 
 
 
 
<学習指導> 
本校に求められてい
る学びの在り方を追
及し、生徒が主体的
に探究し考察する力
を高められるよう不
断の授業改善に取り
組む。 

<教育課程> 
(1)①生徒一人ひとり
の進路希望をより高く
確実に実現するための
教育課程を不断に追求
する。          
②新教育課程の内容、
評価規準などについて
更に検討を重ね実施す
る。 
(2)①姉妹校交流につ
いて、２年間の交流事
業中止からの再開に向
けた準備・情報収集を
進めるとともに、ICT
を活用した交流活動等
の導入を検討する。 
②国際交流委員会の活
動を中心とした様々な
行事、国際理解教育活
動を増やし、コロナ禍
においても実施できる
ものを企画する。 
<学習指導> 
①校内授業研究及び公
開研究授業等を通し
て、生徒が主体的に探
究し考察する力が高ま
るように授業改善を組
織的に推進する。 
②オンライン課題配信
について研修を継続し
て行うと同時に、１人
１台端末で効果的に教
育活動が展開できるよ
うに研修を実施する。 

<教育課程> 
(1)満足度の高い教育
課程の編成ができた
か。（担当者による評
価） 
 
 
 
 
 
(2)生徒の国際的視野
を広げ、物事を多角的
に検討する姿勢を身に
つけさせることができ
たか。（生徒対象アン
ケート） 
 
 
 
 
 
 
 
<学習指導> 
①校内授業研究および
公開研究授業を通し、
本校に求められる主体
的に探究し考察する力
が高まるような授業改
善が推進できたか。
（担当者による評価、
生徒による授業評価） 
②効果的なオンライン
課題配信が実施できた
か。１人１台端末で効
果的な教育活動が実施
できたか。（生徒対象
アンケート） 
 

<教育課程> 
(1)令和４年度１年次からの
教育課程に沿う観点別評価
について、本校基準を作成
した。また新入試の動向を
踏まえ、２・３年次の教育
課程の確認を行った。 
 
 
(2)①本年度もコロナ禍の影
響で姉妹校交流事業を再開
することができなかった。 
②国際交流委員会の活動と
して「近隣大学の留学生と
の交流」を始め、新規行事
を複数開催した。また、前
年度実施ができなかった
「大使館訪問」「留学生と
の討論」も再開することが
できた。 
 
<学習指導> 
①校内授業研究および公開
研究授業を通し、授業改善
を推進することができた。
生徒による授業評価におい
ても高い評価を得ることが
できている。 
②対面授業と連携するよう
に効果的にオンライン課題
配信を行うことができた。
生徒対象のアンケートにお
いても効果的であるという
回答が多かった。 

<教育課程> 
(1)令和４年度１年次
からの教育課程におい
て、生徒の進路希望を
確実に実現するため
に、３年次における地
歴公民科等の科目の選
択方法を工夫し、検討
していく。 
(2)①社会情勢の変化
に伴い、姉妹校交流の
再開に向けた準備を実
施し、交流の再開をす
る。 
②国際理解教育活動に
おいて生徒による企画
立案の機会を増やし、
継続して行事を実施し
ていく。 
 
 
<学習指導> 
①さらなる生徒の学力
向上を図るために、公
開研究授業のテーマ設
定を行い、深い学びの
視点を踏まえた授業改
善を推進する必要があ
る。 
②１人１台端末を活用
した授業実践を共有、
進化するための研修を
実施する必要がある。 

・生徒による授業評価が
高いことは、教職員の努
力の成果だと思います。 
・近年、社会の急激な変
化により、子供たちを取
り巻く環境も大きく変わ
り、多くの課題が生じて
います。学校の教育課程
にも多くの内容が、○○
教育の形で求められてい
ると思います。これらに
対応するため、これまで
蓄積した翠嵐の授業を教
科横断的な視点で教材づ
くり・授業づくりを進め
ていただき、翠嵐の授業
をより魅力的なものにし
ていただけるよう期待し
ています。 
・学力向上進学重点校と
して生徒一人ひとりの目
標実現のためにきめ細か
な実践がなされていると
思います。姉妹校との交
流もぜひ復活させて生徒
の視野を広めてあげてく
ださい。授業参観もさせ
ていただきましたが、一
人ひとりが深い学びに向
けて進んでいることが感
じられました。 

<教育課程> 
(1)「授業と評価の計画」の
単元目標の達成度について
は十分なレベルに達してい
るが、単元ごとの観点別の
評価やさらなる検証をする
ための時間的余裕があまり
ないため、定期考査時にま
とめて行っているのが現状
である。 
(2)国際交流委員会の活動を
増加させることができた
が、姉妹校交流を再開する
ことができなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
<学習指導> 
①校内授業研究および公開
研究授業の実施を通し、授
業改善を推進することがで
き、生徒評価において高い
評価を得ることができた。 
 
 
②効果的なオンライン課題
配信を行うことができ、生
徒評価において高い評価を
得ることができた。 

<教育課程> 
(1)観点別評価に関する
研修会を全体で実施し
て、各教科において単
元が終わるごとに科目
担当者間で話し合いを
持つようにする。 
 
 
 
(2)社会情勢の変化に伴
い、姉妹校交流の再開
を前提とした国際理解
教育活動を展開してい
く必要がある。 
 
 
 
 
 
 
<学習指導> 
①さらなる生徒の学力
向上を図るため、教育
目標に即したテーマに
沿って授業研究や公開
研究授業を継続してく
必要がある。 
 
②１人１台端末を活用
したよりよい授業を行
うための研修を実施す
る必要がある。 

２ 
生徒指導 
・支援 

(1)豊かな社会性や規
範意識、他者を思いや
る心と冷静な判断力な
ど真のトップリーダー
に求められる資質と能
力の涵養を図る。 
 
(2)基本的生活習慣の
確立を図る。 
 
 
 
(3)さまざまな教育活
動を支える教育相談体
制の充実を図る。 
 

(1)学校生活や社会
との関わりの中で、
規範意識や思いやり
の心、判断力や行動
力の伸長を育む教育
活動を一層充実させ
る。 
(2)規則正しい生活
や時間管理など、基
本的生活習慣の確立
に主体的に取り組む
姿勢を育てる。 
(3)安心・安全で意
欲的に学校生活を送
れるよう、教育相談
体制の充実を図る。 

(1)授業や部活動、学
校行事等をとおして協
働し、適切に判断して
行動できるよう自覚を
促す。 
 
 
(2)登校時間の順守や
身だしなみ・挨拶の徹
底について、確認期間
を設けて主体的な自律
を促す。 
(3)学年団・SC・SSWと
連携を密に取り、組織
的な教育相談を実施す
る。また、生徒個々の
状況に応じたケース会
議を開催する。 

(1)授業や部活動、学
校行事等での取り組み
をとおして、充実感や
自信を持つことができ
たか。（生徒による授
業評価、学校生活アン
ケート） 
(2)適切かつ主体的に
取り組むことができて
いるか。（担当者ごと
に評価） 
 
(3)状況に応じた会議
の開催や組織的な対応
ができたか。（担当者
による評価） 

(1)感染防止対策を講じた上
で全ての行事を実施し、生
徒の主体性を育むことがで
きた。部活動においても高
い成果を上げた。 
(2)日常的な声かけに加えて
身だしなみ週間や集会等で
の意識啓発を行った。 
(3)担任や SC 等との連携に
よりきめ細かく組織的な教
育相談を行い、年 2 回の生
徒情報交換会を通して全職
員での共通理解を図った。
長期休暇の前後に個人面談
を実施し、生徒を支援し
た。 

(1)情勢変化に則して
従来規模の行事開催が
可能となるよう準備し
ていく。 
(2)新生徒指導提要の
趣旨に則り、生徒が主
体的に規範意識を高め
基本的生活習慣を確立
するよう指導方法の見
直しを随時行ってい
く。 
(3)生徒の状況を常に
把握し、引き続き組織
的に対応すると共に、
今後も学年や学校全体
で定期的に情報共有を
行っていく。 

・翠嵐高校のグランドデ
ザインにあるとおり、今
の教育課程を実施できる
のは、すべての教育活動
において先生方の生徒指
導・支援と教育相談体制
が整っているからだと思
っています。先生方それ
ぞれが、それぞれの目で
アンテナを高く広くして
いただき、生徒の「困っ
ている」姿を受け止めて
いただいていることに感
謝いたします。 
・生徒の自主性を後押し
してあげていただきた
い。 
 

(1)with コロナ時代での感
染防止対策を講じて全ての
行事を実施し、生徒の主体
性を育むことができた。 
(2)身だしなみ週間や集会を
通して生徒の規範意識の啓
発を行った。生活指導につ
いて職員の共通理解が必要
である。 
(3) SCを積極的に活用し個
に応じたきめ細かな教育相
談を実施した。年２回の生
徒情報交換会を通して職員
の情報共有を行うととも
に、長期休暇前後に正副担
任による個人面談を実施
し、生徒を支援した。 

(1)従来規模の行事開催
に近づけ、生徒の自主
性を育むと共にそれに
伴う責任について考え
させていく。 
(2)(3)改定生徒指導提
要の「成長に繋がる指
導」「チーム学校によ
る教育相談」について
全職員が理解し、共通
認識をもって生徒の指
導や相談にあたること
が必要である。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月27日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導 
・支援 

(1)学力向上進学重点
校として、生徒の高い
進路希望を実現させる
ための支援体制を確立
する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)大学卒業後の進路
も見すえたキャリア教
育を推進する。 
 
 
 
 

(1)生徒の高い進路
志望の実現に向かう
指導・支援を更に推
進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)コロナ禍であっ
ても実現できる大学
での学びとその先の
将来像を見すえさせ
るキャリア教育に取
り組む。 

(1) 
①進路集会、保護者進
路説明会を通して、生
徒、保護者の進路に対
する高い意識を更にも
たせる。 
 
②生徒の進路実現に向
けた学習支援「翠嵐ス
タンダード」に加え、
学習の心構え「翠嵐ベ
ーシック」を学校全体
に定着させる。 
 
(2)コロナ禍であって
も実施できる校外研
修、分野別職業講話の
形態を検討する。 

(1) 
①学力向上進学重点校
として求められる進路
実績を上げることがで
きたか。 
 
 
②生徒の進路実現に向
けた取り組みを推進す
ることができたか。
（担当者による評価） 
 
 
 
(2)大学での学びに対
する理解と職業観、社
会観を涵養できたか。
（生徒対象アンケー
ト） 

(1) 
①進路集会、保護者進路説
明会を通して、生徒、保護
者の進路に対してより高い
意識をもたせることができ
た。 
②「振り返り」を再認識さ
せる取組を取り入れ、「翠
嵐ベーシック」にある「自
立・自走」の定着を促すこ
とができた。 
(2)大学院生による全体対象
の東大ガイダンス、対面で
の校外研修、分野別職業講
話を実施し、生徒の社会
観、職業観を更に高めるこ
とができた。 

(1) 

①進路集会、保護者進

路説明会を継続し、生

徒、保護者の高い進路

実現に対するニーズに

応え続ける。 

②「翠嵐ベーシック」

を更に定着させ、生徒

の「自立・自走」を促

す効果的な企画を検討

する。 

(2)現在の将来像を見

すえさせる企画を継続

し、内容を更に充実さ

せる。 

・学校視察等のお話しが
あった際は是非受け入れ
をお願いします。先生方
が他校の先生方に自信を
持って説明できることも
翠嵐の魅力のひとつだと
思います。 
・翠嵐スタンダード、ベ
ーシックを今後も推進さ
れることを続けていただ
くようお願いします。 
・海外への大学進学の道
も選択肢のひとつだと気
付きを与えて欲しい。 
・熱心なご指導により素
晴らしい実績を達成され
ていると思います。 

(1) 
①進路集会、保護者進路説
明会による潤沢な情報発信
を行えた。これらを始めて
10 年となるが、新たなスタ
イルの構築を求め、生徒、
保護者に更なる高い意識を
もたせることができる企画
を検討したい。 
②学校説明会等を通して入
学前生徒に「翠嵐ベーシッ
ク」を浸透させることがで
きたが、入学後生徒に対し
て更なる意識改革となる取
り組みを検討したい。 
(2)生徒が将来について受動
的に考える機会は十分に設
けられた。能動的に探究す
る企画を検討したい。 
 

(1) 
①横浜翠嵐高等学校の
次の 10 年を見すえた進
路指導改革の検討を始
める。新たな企画を検
討して試行を繰り返
し、本校のよりよい進
路指導スタイルの構築
を目指す。 
②「振り返り」のより
効果的な手法を模索す
る等、生徒の「自立・
自走」を促す手法を引
き続き検討する。 
(2)「校外研修」「分野
別職業講話」を踏まえ
「探究」をも意識した
進路指導企画の検討を
継続する。 

４ 
地域等 
との協働 

(1)本校の教育活動や
特色ある取組につい
て、情報を発信し、地
域に開かれ、信頼され
る学校づくりを目指
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1)本校の教育活動
や特色ある取組に関
する情報を広く発信
するとともに、コミ
ュニティ・スクール
等による、地域に開
かれ、信頼される学
校づくりを目指す。 

(1) 
①学校 HP やメール配
信システムを通じ保護
者や地域に対し、迅速
な情報発信を行い、開
かれた学校をつくる。 
 
②学校説明会を工夫
し、本校を目指す中学
生・保護者に対し、情
報を積極的に配信す
る。 
 
③地域に開かれ、信頼
される学校づくりを目
指す。 

(1) 
①学校の情報を迅速か
つ正確に発信できた
か。（担当者による評
価） 
 
 
②学校説明会の工夫が
でき、参加者の期待・
要望に応えられたか。
（参加者アンケート） 
 
 
③生徒が地域貢献の大
切さを理解できたか。
（担当者による評価） 

(1) 
①学校HPやメール配信シス
テムを通じ、学校の動き等
を保護者や地域に対し、迅
速な情報発信を行うことが
できた。 
②年間２回の学校説明会に
おいて形態を工夫し、数多
くの中学生・保護者に対し
説明をすることができた。
アンケートにおいてもよい
結果であった。 
③防災訓練において地域と
協働して実施することがで
きた。 

(1) 
①重要なお知らせにつ
いてメール配信システ
ムの使用頻度を上げて
いき、より詳しく継続
的に情報を発信する。 
 
②学校見学会や学校説
明会などの回数や内容
について見直しを図
り、より多くの中学生
が本校を目指せる形に
する。 
③必要な防災管理体制
を地域と連携して構築
する。 

・「地域に開かれ、信頼
される学校づくり」のた
めに「外部の教育力と連
携」できる部分について
も積極的に関わるべきだ
と感じています。 
・三ツ沢地区はとても良
い自然環境に恵まれてい
ます。僅かな時間であっ
ても美化など生徒と地域
の方との活動があったら
良いと思います。 
・防災関連では、近隣の
地域とともに計画を立て
ていくことが必要だと感
じました。 

(1) 
①学校HPやメール配信シス
テム等を活用し、学校から
の情報発信を行うことがで
きた。マチコミメールを用
いて重要なお知らせを保護
者等に伝達できた。学校 HP
を常に新しい情報に更新し
ていく必要がある。 
②コロナ禍において形態を
工夫し年間２回の学校説明
会を生徒と協働して実施し
た。 
③地域に根ざした防災への
意識を高めていく必要があ
る。 
 

(1) 
①学校 HP の定期的な確
認を実施し、常に最新
の情報にするように働
きかけを行う。マチコ
ミメールの活用を促進
すべく、活用例などを
発信していく。 
②学校説明会の種類や
回数について改善を図
り、本校への入学希望
者へ、より多くの説明
会の機会を提供する。 
③引き続き地域との連
携を強化していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

(1)事故・不祥事防止
に向けた取組を徹底す
る。 
 
 
 
(2)防災意識の向上を
図る。 
 
 
(3)耐震工事に伴う改
修期間においても生徒
の安全・安心な学習環
境を整備する。 
 
(4)教員が子どもたち
と向き合う時間を確保
するために、教員の働
き方改革を推進する。 
 
 

(1)事故・不祥事防
止に取り組み、地
域・保護者に信頼さ
れる学校づくりを推
進する。 
 
(2)防災教育を推進
し、生徒の防災意識
の向上を図る。 
 
(3)感染対策を取り
ながら、生徒の快適
で安全・安心な学習
環境を保持する。 
 
(4)働き方改革を進
めるにあたり、長時
間時間外勤務の減
少、休暇の取得を促
進する。 
 

(1)不祥事防止会議を
実施し、時期に応じた
適切な不祥事防止研修
会を実施する。 
 
 
(2)実効性のある避難
訓練や DIG訓練を実施
する。 
 
(3)ゴミ箱のない教室
での生活を継続し、感
染防止意識の向上を図
る。 
 
(4)夏季休暇が取得し
やすいような学校閉庁
日を設定する。 

(1)事故・不祥事ゼロ
を実現できたか。（担
当者による評価） 
 
 
 
(2)生徒の防災意識の
向上が見られたか。
（担当者による評価） 
 
(3)感染意識の向上が
図られたか。（担当者
による評価） 
 
 
(4)夏季休暇を適正に
取得できたか。（夏季
休暇の取得状況） 
 

(1)定期的に不祥事防止会議
を実施し、計画的に不祥事
防止研修会を実施し、事
故・不祥事ゼロを実現し
た。 
 
 
(2)避難訓練やDIG訓練によ
って生徒に防災意識を持た
せることができた。 
 
(3)教室からのゴミ箱の撤去
と共有物の消毒を継続する
ことで生徒の感染防止意識
を維持させることができ
た。 
(4)学校閉庁日を５日間設定
し、ほぼ夏季休暇を消化で
きた。 

(1)引き続き定期的な
不祥事防止会議による
効果的な不祥事防止研
修会の実施により、事
故・不祥事ゼロを実現
する。 
(2)さらに生徒の防災
意識の向上を図る。 
 
(3)今後のコロナ禍に
応じた感染防止意識の
向上を図る。 
 
 
(4)長時間時間外勤務
の減少、年休の取得推
進が課題である。 

・現在の先生方の働き方
を一層見直し、より授業
準備や教材研究や授業準
備に集中できる時間と環
境の確保を学校運営協議
会でも継続的な議題とし
たいと思います。 
・不祥事防止に関しては
本当に常に自分事として
教職員一人ひとりの意識
の向上が大切だと考えて
います。 
・安全管理のためにも、
見知らぬ人への挨拶励行
は効果的だと思います。 
・先生方への身体的、精
神的な負担が掛からぬよ
う拘束時間の徹底管理を
お願いします。 
 

(1)成績処理や多くの志願者
に対する入学者選抜等、事
故なく実施することができ
た。 
 
 
 
(2)避難訓練やDIG訓練をと
おして生徒に防災意識を持
たせることができたが、そ
の意識をいかに向上できる
かが今後の課題である。 
 
(3)教室のゴミ箱は撤去した
ままだが、コロナの収束状
況を踏まえ廊下に共用ゴミ
箱を設置した。生徒の感染
防止意識を保持することが
今後の課題である。 
 

(1)引き続き、適正な成
績処理や入学者選抜が
実施できるよう不祥事
防止研修会を実施して
いく。 
 
(2)地域との連携により
開かれたリアリティの
ある避難訓練ができな
いか模索する。 
 
 
(3)制約のあるゴミ箱の
設置と共有物の消毒作
業の継続により、コロ
ナ状況に対応しながら
も感染防止意識を保持
していく。 

 


